
１１

る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
よ
う
に
値
引

き
合
戦
と
な
っ
て
い
な
い
の

は
、
純
調
気
味
と
は
い
え
そ
れ

ぞ
れ
の
物
件
が
、
時
間
が
掛
か

り
な
が
ら
も
販
売
で
き
て
い
る

か
ら
と
の
見
方
も
あ
る
。
タ
カ

　

政
府
は
、
国
土
強
靭
（
き
ょ

う
じ
ん
）
化
に
向
け
て
２
０
２

０
年
度
に
特
に
議
論
す
べ
き
戦

略
的
政
策
課
題
と
し
て
「
風

土
・
自
然
条
件
に
逆
ら
わ
な
い

土
地
利
用
・
地
域
経
済
へ
の
変

化
」
と
「
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
」
を

位
置
付
け
る
。
29
日
に
開
い
た

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

懇
談
会
で
打
ち
出
し
た
。
自
然

条
件
に
逆
ら
わ
な
い
土
地
利
用

方
が
尊
重
さ
れ
つ
つ
あ
る
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
、
共
感
を
持
っ

て
も
ら
え
る
物
件
を
造
れ
ば
選

ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
」
と
の

展
望
を
語
る
。
同
社
は
加
え
て

岩
手
県
北
上
市
、
青
森
県
弘
前

市
で
の
供
給
を
目
指
す
ほ
か
、

に
関
す
る
議
論
で
は
、
緑
地
な

ど
の
自
然
を
防
災
・
減
災
分
野

に
利
用
す
る
グ
リ
ー
ン
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
に
つ
い
て
総
合
的
な
推

進
策
を
考
え
る
。

　

29
日
の
懇
談
会
で
は
、
19
年

度
の
戦
略
的
政
策
課
題
と
な
っ

て
い
る
、
民
間
が
管
理
す
る
重

要
イ
ン
フ
ラ
の
強
靱
化
に
つ
い

て
も
検
討
状
況
を
説
明
。
民
営

化
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
、
災
害
対
応
を
あ
ら
た
め
て

点
検
す
る
よ
う
求
め
る
意
見

や
、
今
後
民
営
化
す
る
際
に
防

災
対
策
に
必
要
な
費
用
を
含
め

て
投
資
水
準
を
設
定
す
る
よ
う

指
摘
す
る
意
見
が
出
た
。

　

ま
た
、
内
閣
府
が
、
災
害
時

に
官
民
が
効
率
的
に
情
報
を
共

有
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

道
路
通
行
規
制
や
イ
ン
フ
ラ
被

災
情
報
、
た
め
池
情
報
、
民
間

か
ら
の
提
供
情
報
な
ど
を
電
子

地
図
上
に
集
約
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
今
後
は
電
力
や
ガ
ス
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と
の

間
で
、
情
報
共
有
の
た
め
の
協

定
締
結
を
進
め
る
。

念
公
園
を
は
じ
め
と
し

た
震
災
伝
承
施
設
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
震
災
伝

承
を
効
果
的
・
効
率
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、

交
流
促
進
・
地
域
創
生

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
る
。
協
議
会
の
会
長

を
務
め
る
東
北
整
備
局

の
佐
藤
克
英
局
長
は
開

会
に
当
た
り
、「
３
月

11
日
で
東
日
本
大
震
災

　

環
境
省
は
２
０
１
７
年
度
の

全
国
の
産
業
廃
棄
物
排
出
処
理

状
況
調
査
の
結
果
を
ま
と
め

た
。
産
業
廃
棄
物
の
総
排
出
量

は
３
億
８
３
５
４
万
㌧
で
、
前

年
に
比
べ
て
約
３
４
９
万
㌧

（
約
０
・
９
㌫
）
減
少
し
た
。

建
設
業
の
排
出
量
は
約
７
８
７

１
万
㌧
で
、
総
排
出
量
の
20
・

５
㌫
を
占
め
、
業
種
別
で
は
電

気
・
ガ
ス
熱
供
給
・
水
道
業
に

次
い
で
２
番
目
に
多
か
っ
た
。

　

種
類
別
の
排
出
量
は
、
汚
泥

が
約
１
億
７
０
６
９
万
㌧
で
最

も
多
く
、
全
体
の
排
出
量
の

44
・
５
㌫
を
占
め
た
。
が
れ
き

類
は
、
動
物
の
ふ
ん
尿
に
次
い

で
３
番
目
に
多
い
約
５
９
７
７

万
㌧
で
、
全
体
の
15
・
６
㌫
。

　

中
間
処
理
さ
れ
た
の
は
総
排

出
量
の
約
79
㌫
に
当
た
る
約
３

億
０
４
４
６
万
㌧
。
直
接
再
生

利
用
さ
れ
た
も
の
は
約
７
４
３

１
万
㌧
（
約
19
㌫
）、
直
接
最

終
処
分
さ
れ
た
も
の
も
約
４
７

７
万
㌧（
１
㌫
）あ
っ
た
。ま
た
、

中
間
処
理
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物

の
約
１
億
７
３
６
万
㌧（
45
㌫
）

が
減
量
化
さ
れ
、
約
１
億
２
５

９
０
万
㌧
（
33
㌫
）
が
再
生
利

用
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
、
全
国
で
17
年
度

に
排
出
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
の

52
・
２
㌫
に
当
た
る
約
２
億
０

２
１
７
万
㌧
が
再
生
利
用
さ

れ
、
約
１
万
７
３
６
３
万
㌧

（
45
・
３
㌫
）が
減
量
化
さ
れ
た
。

最
終
処
分
量
は
約
９
７
０
万
㌧

（
２
・
５
㌫
）
だ
っ
た
。

　

本
紙
独
自
調
査
に
よ
る
２
０
１
９
年
（
１
月
～
～
12
月
）
の
東
北
地
区
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
新
規
供
給
戸
数
が
ま
と
ま
っ
た
。
東
北
全
体
で
は
前
年
比
16
・
５
㌫
増
の
２

３
３
１
戸
と
２
年
連
続
で
増
加
す
る
と
と
も
に
、
震
災
以
降
で
は
最
も
多
い
数
値
と

な
っ
た
。
仙
台
圏
も
同
７
・
１
㌫
増
の
１
６
０
７
戸
と
同
じ
く
２
年
連
続
の
増
加
と

な
り
震
災
以
降
最
多
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
が
好
調
と
な
っ
て
い
る
結
果
が
表
れ

た
。
供
給
戸
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
は
、
東
北
が
タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン
（
グ
ル
ー
プ
）、

仙
台
圏
が
住
友
不
動
産
と
な
っ
た
。

環

境

省

建
設
業
の
産
廃
排
出
量

建
設
業
は
約
７
８
７
１
万
ｔ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
３
団
体

国
土
強
靭
化
に
貢
献

緑
地
な
ど
防
災
・
減
災
分
野
へ
の
利
用
検
討

国
土
強
靱
化
の
戦
略
課
題

政 府

震

災

伝

承

Ｎ

Ｗ

協

議

会
東北整備局
な ど

震
災
伝
承
施
設
の
登
録
数
は
２
２
４
件
に

前
田
会
長

０
６
戸
（
２
棟
）、
福
島
の
１

２
３
戸
（
５
棟
）
岩
手
の
１
０

６
戸
（
３
棟
）
が
続
く
。
青
森

は
新
規
供
給
が
ゼ
ロ
だ
っ
た

（
小
数
点
以
下
は
切
り
捨
て
）。

　

東
北
全
体
で
は
１
９
９
６
年

の
５
３
４
９
戸
を
ピ
ー
ク
に
３

０
０
０
戸
台
か
ら
４
０
０
０
戸

台
で
推
移
。
そ
の
後
、
２
０
０

８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

境
に
翌
09
年
に
は
１
９
３
７
戸

と
急
減
、
11
年
に
は
東
日
本
大

震
災
の
影
響
か
ら
、
９
２
４
戸

と
初
め
て
１
０
０
０
戸
を
下

回
っ
た
。
復
興
需
要
も
あ
っ
て

12
年
、
13
年
は
２
年
連
続
で
増

加
し
た
も
の
の
、
14
年
に
再
び

減
少
。
以
後
、
15
年
に
対
前
年

比
21
・
０
㌫
増
、
16
年
に
は
同

22
・
２
㌫
増
の
１
７
０
４
戸
と

伸
び
続
け
、
17
年
は
同
９
・
６

㌫
減
と
一
服
し
た
も
の
の
、
18

年
に
は
同
29
・
９
㌫
増
の
２
０

０
１
戸
と
、
08
年
以
来
の
２
０

０
０
戸
突
破
と
な
っ
た
。
19
年

は
さ
ら
に
上
回
る
２
年
連
続
増

の
２
３
３
１
戸
で
、
堅
調
な
伸

び
を
示
し
て
い
る
。

　

東
北
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
別
供

給
戸
数
は
、
タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン

（
グ
ル
ー
プ
）
が
３
８
０
戸
（
７

棟
）
を
供
給
し
、
２
年
ぶ
り
に

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
次
い
で
大

京
が
１
９
９
戸
（
３
棟
）
で
２

位
、
新
昭
和
が
１
９
８
戸
（
３

棟
）
で
３
位
だ
っ
た
。

　

仙
台
圏
ラ
ン
キ
ン
グ
は
住
友

不
動
産
が
１
９
３
戸
（
１
棟
）

で
13
年
以
来
６
年
ぶ
り
の
１

位
。
次
い
で
タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン

（
グ
ル
ー
プ
）
が
１
４
７
戸
（
３

棟
）
で
2
位
、
野
村
不
動
産
が

１
４
１
戸
（
３
棟
）
で
３
位
と

な
っ
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
09

年
以
降
、
１
０
０
０
戸
前
後
で

上
下
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
仙

台
圏
は
、
18
年
に
１
５
０
０
戸

と
な
り
、
08
年
（
１
６
４
４

戸
）
以
来
の
１
５
０
０
戸
台
に

回
復
。
19
年
は
１
６
０
７
戸
で

２
年
連
続
増
と
な
り
、
堅
調
な

伸
び
を
維
持
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
復
興
需

要
に
よ
る
資
材
価
格
や
労
務
単

価
の
上
昇
に
伴
い
上
昇
し
て
い

た
建
築
費
は
よ
う
や
く
落
ち
着

き
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
中
心
部

は
地
価
が
上
昇
傾
向
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
も

今
後
し
ば
ら
く
は
高
値
傾
向
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら

に
、
仙
台
市
内
中
心
部
で
は
、

３
月
末
引
き
渡
し
予
定
の
物
件

が
完
成
前
に
成
約
と
な
ら
ず
、

完
成
在
庫
の
増
加
が
予
想
さ
れ

ラ
レ
ー
ベ
ン
東
北

の
原
忠
行
代
表
取

締
役
は
「
利
便
性

の
高
い
仙
台
の
中

心
部
は
、
立
地
や

コ
ン
セ
プ
ト
の
似

て
い
る
物
件
が
増

え
、
顧
客
の
分
散

化
が
見
受
け
ら
れ

る
」
と
指
摘
。
こ

う
し
た
背
景
か

ら
、
タ
カ
ラ
レ
ー

ベ
ン
東
北
は
仙
台

市
内
に
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

～
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の

ミ
ッ
ド
サ
イ
ズ
の

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
着
手
す
る
方
針

だ
。
原
代
表
は
、

今
後
の
開
発
に
つ

い
て
「
し
っ
か
り

と
コ
ン
セ
プ
ト
を

立
て
な
け
れ
ば
埋

も
れ
て
し
ま
う
。

多
種
多
様
な
生
き

福
島
市
の
再
開
発
案
件
な
ど
、

東
北
各
県
で
積
極
的
な
事
業
展

開
を
進
め
る
考
え
だ
。

　

こ
の
ほ
か
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
各

社
の
20
年
の
戦
略
で
は
、
大
京

は
60
～
１
０
０
戸
を
目
標
に
、

仙
台
市
中
心
部
で
コ
ン
パ
ク
ト

マ
ン
シ
ョ
ン
、
泉
中
央
と
長
町

南
エ
リ
ア
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ

プ
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
を
進
め
る
。

　

仙
台
市
中
心
部
で
は
、
住
友

不
動
産
が
上
杉
の
勝
山
ボ
ウ
リ

ン
グ
跡
地
、
東
北
大
学
農
学
部

跡
地
で
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
開
発
・
販
売
を
進
め
る
構

え
。
ワ
ー
ル
ド
ア
イ
シ
テ
ィ
は

東
北
エ
リ
ア
で
50
戸
の
発
売
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
野
村
不

動
産
は
青
葉
区
二
日
町
の
東
北

地
方
整
備
局
庁
舎
跡
地
に
計
画

し
て
い
る
大
型
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
の
供
給
を
目
指
す
。
東

新
住
販
は
、
名
取
、
岩
沼
、
利

府
、
多
賀
城
な
ど
で
の
開
発
を

検
討
す
る
方
針
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
仙
台
市
内
で
初

の
供
給
を
実
現
し
た
関
電
不
動

産
開
発
も
建
設
費
高
騰
維
持
の

現
状
を
踏
ま
え
、
中
心
部
で
背

局
的
に
用
地
購
入
を
検
討
し
て

い
く
構
え
。
20
年
も
引
き
続
き

堅
調
な
供
給
が
見
込
ま
れ
る
。

　

調
査
は
東
北
６
県
で
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
開
発
を
展
開
す
る
主

要
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
を
対
象
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
行
っ
た
。

　

地
域
別
の
戸
数
を
見
る
と
、

東
北
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
市
場

を
け
ん
引
す
る
仙
台
圏（
宮
城
）

が
１
６
０
７
戸
（
30
棟
）
と
69

㌫
を
占
め
、
こ
れ
に
秋
田
の
２

８
９
戸
（
４
棟
）、
山
形
の
２

既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
へ

東北整備局

５
月
ま
で
に
国
と
ダ
ム
管
理
者
ら
が
治
水
協
定

新
年
賀
詞
交
歓
会

新
年
賀
詞
交
歓
会

　

東
北
地
方
整
備
局
は
30
日
、

「
震
災
伝
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
」
を
同
局
内
で
開
い
た
。

こ
の
中
で
は
、
２
０
２
０
年
度

に
震
災
伝
承
施
設
の
募
集
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
、
カ
ー
ナ
ビ
と

の
連
携
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
を
確
認
。
ま
た
、
震
災

伝
承
施
設
の
登
録
総
数
が
初
回

登
録
時
点
の
１
９
２
件
か
ら
32

件
増
え
２
２
４
件
に
な
っ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
復
興
祈

か
ら
丸
９
年
と
な
り
、
復
興
・

創
生
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え

る
。
今
月
開
い
た
復
興
加
速
化

会
議
で
は
、
赤
羽
一
嘉
大
臣
か

ら
実
感
で
き
る
復
興
の
実
現
と

と
も
に
、
産
官
学
民
が
連
携
し

た
３
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
の
取
り

組
み
が
重
要
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
な

ど
自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚

化
す
る
中
、
本
協
議
会
で
は
産

官
学
民
連
携
の
取
り
組
み
に
よ

り
防
災
意
識
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

冒
頭
を
除
き
非
公
開
と
さ
れ

た
会
合
で
は
、
20
年
度
の
取
り

組
み
方
針
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
意

見
を
交
換
し
た
。
具
体
的
に
は

▽
震
災
伝
承
施
設
の
募
集
▽
統

一
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
用
い
た
標

識
設
置
▽
統
一
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
▽
国
土
地
理
院
（
自
然

災
害
伝
承
碑
）
と
の
連
携
▽
Ｄ

Ｒ
Ｍ
協
会
（
カ
ー
ナ
ビ
）
と
の

連
携
▽
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈

念
公
園
で
の
伝
承
展
示
▽
復
興

大
学
３
・
11
伝
承
ロ
ー
ド
研
修

会
の
開
催
▽
世
界
地
震
工
学
会

議
へ
の
参
加
―
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
構
え
だ
。

　

震
災
伝
承
施
設
は
、
東
日
本

大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
後
世

に
伝
え
る
施
設
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
が
登
録
す
る
も
の

で
、
19
年
３
月
に
１
９
２
件
を

初
登
録
し
た
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス

や
ト
イ
レ
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の

有
無
な
ど
の
「
訪
問
の
し
や
す

さ
」、
震
災
展
示
に
関
す
る
案

内
員
、
語
り
部
活
動
、
多
言
語

対
応
、
展
示
内
容
の
映
像
化
と

い
っ
た
「
理
解
し
や
す
さ
」
に

応
じ
て
施
設
を
「
第
１
分
類
」

「
第
２
分
類
」「
第
３
分
類
」
に

区
分
け
し
て
い
る
。

　

第
１
次
登
録
以
降
に
追
加
さ

れ
た
施
設
の
う
ち
、「
訪
問
の

　

東
北
地
方
整
備
局
は
30
日
、

既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強

化
に
向
け
た
「
協
議
の
場
」
準

備
会
を
同
局
内
で
開
い
た
。
こ

の
中
で
は
、
豪
雨
で
洪
水
が
予

測
さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
ダ
ム

の
貯
水
を
放
流
し
水
位
を
下
げ

て
お
く
「
事
前
放
流
」
な
ど
新

　

日
本
学
術
会
議
は
30
日
、
第

24
期
学
術
の
大
型
研
究
計
画
に

関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
２
０
２
０
）
を

公
表
し
た
。
こ
の
中
に
、
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

の
計
画
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

科
学
技
術
に
よ
る
社
会
の
発

展
に
向
け
て
、
大
学
な
ど
に
所

属
す
る
研
究
者
で
構
成
し
て
い

る
日
本
学
術
会
議
は
、
今
後
の

大
型
研
究
計
画
の
指
針
と
な
る

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
２
０
１
０

年
か
ら
策
定
し
て
い
る
。
18
年

に
同
会
議
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致

支
持
に
は
至
ら
な
い
と
す
る
声

明
を
発
表
し
て
い
た
が
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
２
０
２
０
に
は
計

画
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
計
画
は
、
素
粒
子

物
理
学
の
研
究
者
ら
が
国
際
協

力
で
実
現
を
目
指
し
て
い
る
衝

突
型
加
速
器
で
、
ヒ
ッ
グ
ス
粒

子
を
測
定
し
て
宇
宙
や
物
質
の

謎
の
解
明
な
ど
人
類
に
革
命
を

も
た
ら
し
う
る
原
理
の
発
見
お

よ
び
素
粒
子
物
理
学
の
飛
躍
的

進
歩
と
い
っ
た
成
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
内
で
建
設
す

る
場
合
は
岩
手
県
奥
州
市
・
一

関
市
・
宮
城
県
気
仙
沼
市
に
ま

た
が
る
北
上
高
地
が
立
地
場
所

と
し
て
最
適
と
さ
れ
、
東
北
Ｉ

Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
が
積
極
的
な

誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研

究
機
構
な
ど
の
資
料
に
よ
る

と
、
加
速
器
・
測
定
器
の
総
建

設
費
は
約
７
７
０
０
億
円
で
、

う
ち
土
木
建
築
工
事
に
１
１
１

０
～
１
２
９
０
億
円
を
想
定
。

整
備
期
間
は
準
備
に
４
年
、
建

設
に
９
年
を
見
込
む
。

　

文
部
科
学
省
は
昨
年
３
月
、

関
心
は
あ
る
が
議
論
を
継
続
す

る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
今
後

は
政
府
と
し
て
国
内
へ
の
施
設

誘
致
を
表
明
す
る
か
否
か
が
焦

点
と
な
る
。

し
や
す
さ
」「
理
解
し
や
す
さ
」

な
ど
を
併
せ
持
っ
た
第
３
分
類

と
し
て
は
▽
八
戸
市
み
な
と
体

験
学
習
館
（
19
年
７
月
１
日
登

録
、
青
森
県
八
戸
市
）
▽
東
日

本
大
震
災
津
波
伝
承
館
（
い
わ

て
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
メ
モ
リ
ア

ル
）（
19
年
９
月
１
日
登
録
、

岩
手
県
陸
前
高
田
市
）
▽
高
田

松
原
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設

（
同
）
▽
名
取
市
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
公
園
（
19
年
７
月
１
日
登

録
、
宮
城
県
名
取
市
）
▽
塩
釜

市
津
波
防
災
セ
ン
タ
ー
（
１
月

30
日
登
録
、
宮
城
県
塩
釜
市
）

▽
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー（
同
、

宮
城
県
松
島
町
）
▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙

台
拠
点
放
送
局
（
同
、
仙
台
市
）

▽
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」

（
19
年
９
月
１
日
登
録
、
福
島

県
三
春
町
）
▽
城
山
公
園
（
１

月
30
日
登
録
、福
島
県
白
河
市
）

▽
み
ん
な
の
交
流
館　

な
ら
は

Ｃ
Ａ
Ｎ
ｖ
ａ
ｓ
（
同
、
福
島
県

楢
葉
町
）
―
が
あ
る
。

た
な
運
用
方
法
の
在
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。今
後
、

水
系
ご
と
に
協
議
の
場
を
設

け
、
５
月
ま
で
に
国
と
ダ
ム
管

理
者
・
関
係
利
水
者
が
治
水
協

定
を
締
結
す
る
方
針
。
ま
た
、

ソ
フ
ト
対
策
と
ハ
ー
ド
対
策
を

組
み
合
わ
せ
た
工
程
表
も
ま
と

め
る
。

　

開
会
に
当
た
り
、
東
北
整
備

局
の
加
邉
良
徳
河
川
部
長
は
、

「
昨
年
の
台
風
19
号
で
は
広
範

囲
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
東

北
で
も
堤
防
決
壊
な
ど
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
。
鮫
川
水
系
の

高
柴
ダ
ム（
福
島
県
い
わ
き
市
）

で
は
緊
急
放
流
を
実
施
し
た
」

と
振
り
返
っ
た
上
で
、「
こ
う

し
た
水
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化

を
受
け
て
昨
年
11
月
に
は
政
府

主
導
で
検
討
会
議
を
設
置
し
、

既
存
ダ
ム
の
有
効
貯
水
容
量
を

洪
水
調
節
に
有
効
に
利
用
で
き

る
よ
う
基
本
方
針
を
ま
と
め

た
。
東
北
の
１
級
河
川
12
水
系

で
も
20
年
出
水
期
か
ら
新
た
な

運
用
の
開
始
を
目
指
す
」
と
述

べ
た
。

　

政
府
の
基
本
方
針
に
は
▽
河

川
管
理
者
で
あ
る
国
と
全
て
の

ダ
ム
管
理
者
・
関
係
利
水
者
と

の
間
で
水
系
ご
と
に
協
議
の
場

を
設
け
、
５
月
ま
で
に
１
級
水

系
を
対
象
と
し
て
水
系
ご
と
に

治
水
協
定
を
締
結
す
る
。
２
級

河
川
に
つ
い
て
も
順
次
水
系
ご

と
に
治
水
協
定
の
締
結
を
推
進

す
る
▽
治
水
協
定
に
は
、
洪
水

調
節
可
能
容
量
、
事
前
放
流
の

実
施
方
針
、
緊
急
時
の
連
絡
体

制
、
情
報
共
有
、
洪
水
調
節
機

能
強
化
の
た
め
の
施
設
改
良
が

必
要
な
場
合
の
対
応
な
ど
を
盛

り
込
む
▽
事
前
放
流
な
ど
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
す

る
▽
既
存
ダ
ム
の
利
水
容
量
を

洪
水
調
節
に
最
大
限
活
用
可
能

東
北
電
力　
　
　

（
４
月
１
日
）

▽
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
担
当
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本
部
長
（
取

締
役
常
務
執
行
役
員
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
本
部
長
原
子
力
本
部

副
本
部
長
）
山
本
俊
二
▽
常
務

執
行
役
員
発
電
・
販
売
カ
ン
パ

  

東
北
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協

会
（
前
田
直
之
会
長
）、
全
国

ヒ
ュ
ー
ム
管
協
会
東
北
支
部

（
同
支
部
長
）、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

パ
イ
ル
・
ポ
ー
ル
協
会
東
北
支

部
（
田
中
雅
順
支
部
長
）
の
合

同
賀
詞
交
歓
会
が
28
日
、
仙
台

市
の
仙
台
勝
山
館
で
開
か
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
前
田
会
長

は
「
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し

た
東
北
の
業
界
が
一
丸
と
な

り
、
国
土
強
靭
化
に
貢
献
す
る

た
め
の
在
り
方
を
描
く
１
年
に

し
た
い
」
と
展
望
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
前
田
会
長
は
「
新
・

担
い
手
３
法
を
含
め
、
追
い
風

と
な
る
施
策
が
出
さ
れ
た
も
の

の
、
業
界
は
人
手
不
足
な
ど
の

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
立
ち
向

か
う
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の

業
界
だ
け
で
な
く
、
発
注
者
、

建
設
業
、
設
計
事
務
所
、
コ
ン

サ
ル
な
ど
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、

い
か
に
地
域
を
守
る
の
か
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴

え
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
東
北

地
方
整
備
局
の
佐
藤
克
英
局
長

は
、
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
被

害
へ
の
対
応
に
謝
意
を
示
し
た

上
で
、「
引
き
続
き
、
本
格
復

旧
で
の
協
力
を
お
願
い
す
る
」

と
要
請
。
加
え
て
、「
震
災
か

ら
の
復
興
を
完
遂
す
る
た
め
、

高
品
質
で
安
定
的
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
を
供
給
し
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

こ
の
後
、
田
中
支
部
長
の
音

頭
で
乾
杯
し
、
約
１
５
０
人
が

親
睦
を
深
め
た
。

前
年
比

前
年
比
1616
・
５
％
増
の
２
３
３
１
戸

・
５
％
増
の
２
３
３
１
戸

19
年
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
戸
数

２

年

連

続

増

で

震

災

以

降

最

多

東

北

６

県

ニ
ー
副
カ
ン
パ
ニ
ー
長
原
子
力

本
部
副
本
部
長
（
上
席
執
行
役

員
新
潟
支
店
長
）
髙
野
広
充

▽
執
行
役
員
青
森
支
店
長
（
執

行
役
員
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本

部
資
材
部
長
）
岩
渕
伸
一
▽
執

行
役
員
福
島
支
店
長
（
執
行
役

員
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本
部
総

務
部
長
）
二
階
堂
宏
樹
▽
執
行

役
員
東
通
原
子
力
発
電
所
長

（
原
子
力
本
部
原
子
力
部
部
長
）

青
木
宏
昭
▽
執
行
役
員
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
本
部
情
報
通
信
部

長
（
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本
部

情
報
通
信
部
長
）
平
山
成
治

▽
執
行
役
員
発
電
・
販
売
カ
ン

パ
ニ
ー
電
源
立
地
部
長（
広
報
・

地
域
交
流
部
長
）
山
形
安
生

▽
執
行
役
員
発
電
・
販
売
カ
ン

パ
ニ
ー
火
力
部
長
（
発
電
・
販

売
カ
ン
パ
ニ
ー
火
力
部
長
）
阿

部
雅
宏
▽
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

本
部
資
材
部
長
（
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
本
部
資
材
部
副
部
長
）

管
野
秀
幸
▽
原
子
力
本
部
副
部

長
長
兼
原
子
力
本
部
原
子
力
部

部
長
（
発
電
・
販
売
カ
ン
パ

ニ
ー
電
源
立
地
部
長
）
佐
藤
昌

弘
▽
発
電
・
販
売
カ
ン
パ
ニ
ー

水
力
部
長
（
発
電
・
販
売
カ
ン

パ
ニ
ー
土
木
建
築
部
部
長
）
内

海
博

と
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト
対
策
・

ハ
ー
ド
対
策
を
有
効
に
組
み
合

わ
せ
た
工
程
表
を
水
系
ご
と
に

６
月
ま
で
に
作
成
す
る
―
こ
と

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
東
北
整
備
局

で
は
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

提
示
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
水
系

ご
と
の
協
議
の
場
を
３
月
中
旬

を
め
ど
に
開
催
し
、
治
水
協
定

締
結
に
向
け
た
手
続
き
を
開
始

す
る
。
５
月
中
旬
に
は
事
前
放

流
実
施
演
習
を
行
い
、
同
下
旬

に
開
く
２
回
目
の
協
議
の
場
で

の
協
定
締
結
、
工
程
表
の
作
成

を
目
指
す
。
た
だ
し
、
参
加
者

か
ら
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
厳
し

さ
を
指
摘
す
る
声
も
上
が
っ
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
盛
り
込
む

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
盛
り
込
む

大
型
研
究
計
画
の
マ
ス
プ
ラ

日本学術会議

２０２０

１月３１日

金曜日

第１８２９０号　　２０２０年（令和２年）１月３１日（金曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（10）

東北の2019年マンション供給戸数
順位 前年 デベロッパー名 棟 戸

1 3 タカラレーベン（グループ） 7 380
2 18 大京 3 199
3 13 新昭和 3 198
4 5 住友不動産 1 193
5 1 野村不動産 3 141
6 14 セントラル総合開発 2 134
7 11 ワールドアイシティ 3 133.1
8 プレサンスコーポレーション 1 126
9 4 三井不動産レジデンシャル 2 123

10 12 フージャースコーポレーション 2 122
11 関電不動産開発 2 119
12 19 NIPPO 2 117
13 7 三菱地所レジデンス 3 62.6
14 秋田不動産サービス 1 60
15 ナイス 1 50
16 2 一建設 2 46
17 9 東新住販 1 33
18 積水ハウス 1 29
18 7 穴吹工務店 1 29
20 22 セコムホームライフ 2 21
21 15 長谷工不動産ホールディングス 1 16

（プレサンスコーポレーションは現在販売休止）

仙台圏ランキング
順位 前年 デベロッパー名 棟 戸

1 5 住友不動産 1 193
2 3 タカラレーベン（グループ） 3 147
3 1 野村不動産 3 141
4 9 新昭和 2 138
5 10 セントラル総合開発 2 134
6 4 三井不動産レジデンシャル 2 123
7 関電不動産開発 2 119
8 8 ワールドアイシティ 2 118.1
9 NIPPO 1 103

10 12 大京 1 87
11 11 フージャースコーポレーション 1 63
12 6 三菱地所レジデンス 3 62.6
13 ナイス 1 50
14 2 一建設 2 46
15 7 東新住販 1 33
16 積水ハウス 1 29
17 14 セコムホームライフ 2 21

※小数点はデベロッパーの持ち分の比率を割った数値
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東北６県分譲マンション建設動向一覧 Part① 
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◎1984年竣工

橘産業 パークハイツ安方 ＳＲＣ造11階塔屋１階建
7,253.27㎡（96戸）　

青森市安方２丁目
８－11

久慈設計 清水建設

◎1986年竣工

橘産業 パークハイツ本町 ＳＲＣ造10階建5,839.54
㎡（69戸）

青森市本町２丁目
８－１

岡設計・創建設
計ＪＶ

清水建設

◎1987年竣工

シティハウス プリンスコート橋本 ＳＲＣ造12階塔屋１階建
6,600㎡（50戸）

青森市橋本３丁目
13－５

岡設計 ハザマ

大京 ライオンズマンション
善知鳥第２

ＳＲＣ造10階塔屋２階建
2,448.32㎡（26戸）

青森市安方２丁目
12－６

久米設計 東海興業

◎1988年竣工

ダイア建設 ダイアパレスシーサイ
ド本町

ＳＲＣ造９階建1,701.72
㎡（16戸）

青森市本町３丁目
３－１

現代建築工房 松村組

朝日住建 朝日プラザ山道町 ＳＲＣ造９階建2,865㎡
（38戸）

弘前市山道町21
－１

ＩＮＡ新建築研
究所

五洋建設

桂建物 サンライズ勝田公園 ＲＣ造５階建（23戸） 青森市勝田２丁目
８－１

桂設計 清水建設

大京観光 ライオンズマンション
善知鳥

ＳＲＣ造11階建4,517㎡
（59戸）

青森市安方２丁目
８－７

マンテック 多田建設

◎1989年竣工

朝日住建 朝日プラザ浦町 ＲＣ造７階建3,753.19㎡
（46戸）

青森市奥野２丁目
１－18

ＩＮＡ新建築研
究所

五洋建設

三共設計 ロワイヤルユウ弘前大
町

ＲＣ造７階建1,165㎡（12
戸）

弘前市大町２丁目
10－１

三共ユー建築設
計

吉川建設

清水建設 パストラルハイム弘前 ＳＲＣ造11階建3,000㎡
（39戸）

弘前市松森町19
－１

清水建設 清水建設

大京 ライオンズマンション
新町通

ＳＲＣ造12階建2,956.43
㎡（64戸）

青森市安方２丁目
17－15

創建設計 東海興業

大京 ライオンズマンション
弘前公園

ＲＣ造７階建3,993.08㎡
（50戸）

弘前市下白銀町
16－１

久米設計 松村組

大京 ライオンズマンション
住吉町

ＳＲＣ造10階建2,820.78
㎡（36戸）

弘前市住吉町４ 東海興業

橘産業 パークハイツ安方第２ ＳＲＣ造10階建3,690.25
㎡（47戸）

青森市安方２丁目
２－12

創建設計 東海興業

◎1990年竣工

エステートコマイ ハイガーデン ＳＲＣ造11階建2,316.39
㎡（21戸）

青森市堤町２丁目
８－31

建築事務所アク・
アク

松井建設・駒井
建設工業ＪＶ

マックホームズ ＭＡＣ弘前コート ＳＲＣ造11階塔屋１階建
8,369.34㎡（90戸）

弘前市鉄砲町６－
10

飯田建築設計事
務所

清水建設

三共設計 ロワイヤルユウ弘前富
田

ＲＣ造４階建2,774.97㎡
（52戸）

弘前市富田３丁目
12－７

三共ユー建築設
計

奥村組

大京 ライオンズマンション
平和公園

ＲＣ造５階建2,766.5㎡
（34戸）

青森市勝田２丁目
13－８

東海興業

大京 ライオンズマンション
弘前一番町

ＳＲＣ造14階建5,416.15
㎡（68戸）

弘前市一番町８ 東海興業

大京 ライオンズマンション
品川町

ＲＣ造地下１階地上５階
建4,199.02㎡（35戸）

弘前市品川町120
－１

創建設計 松村組

大京 ライオンズマンション
番町

ＳＲＣ造14階建4,575.1㎡
（66戸）

八戸市窪町11－
１

住友建設

東北テーオーハウス シャトーム稲元 ＲＣ造６階建6,621.77㎡
（72戸）

青森市三内字稲元
107－10

Ｕ＆Ａ都市・建
築設計事務所

大木建設

羽田ハウジング コーピアス弘前 ＳＲＣ造９階建2,270㎡
（44戸）

弘前市北川端24
－２

倉光建築設計事
務所

地崎工業・マル
ノ建築設計ＪＶ

◎1991年竣工

マックホームズ ＭＡＣ青森コート ＳＲＣ造９階建１万0,600
㎡（120戸）

青森市南佃２丁目
21－８

後沢建築設計事
務所

清水建設

施　　主 マンション名 規　　　　模 施　工　地 設　計 施　工

朝日住建 朝日プラザ堤町Ⅱ ＳＲＣ一部ＲＣ造10階建
2,774.01㎡（40戸）

青森市堤町１丁目
５－33

ＩＮＡ新建築研
究所

五洋建設

朝日住建 朝日プラザエザース長
根公園

ＳＲＣ造10階塔屋１階建
4.136.39㎡（89戸）

八戸市上徒士町１ 安藤建設 安藤建設

大京 ライオンズマンション
平和公園第２

ＲＣ造４階建2,736.13㎡
（33戸）

青森市松原１丁目
２－２

創建設計 東海興業

大京 ライオンズマンション
内丸

ＳＲＣ造12階建3,536.27
㎡（51戸）

八戸市内丸３丁目
５－39

住友建設

大和ハウス工業 ロイヤルシャトー浦町 ＲＣ造３階建3,830㎡（41
戸）

青森市桂木３丁目
26－２

内海建築事務所 鉄建

橘産業 パークハイツ本町第２ ＳＲＣ造10階建4,906.83
㎡（60戸）

青森市本町５丁目
３－６

イクス・アーク
都市設計

東海興業

東北テーオーハウス シャトーム本町 ＲＣ造10階建4,500㎡
（51戸）

青森市本町５丁目
６－１

石本建築事務所 大木建設

◎1992年竣工

大和団地 ネオハイツ奥野 ＲＣ造５階建5,251.84㎡
（69戸）

青森市桂木４丁目
３－６

鳳建築設計事務
所

鉄建

■ 青  森  県施　　主 マンション名 規　　　　模 施　工　地 設　計 施　工

■ 岩  手  県

施　　主 マンション名 規　　　　模 施　工　地 設　計 施　工

◎1973年竣工

チサン チサンマンション盛岡 ＳＲＣ造７階建4,281.15
㎡（55戸）

盛岡市愛宕町11
－10

山下設計 安藤建設

◎1974年竣工

小岩井開発 小岩井中津川マンショ
ン

ＳＲＣ造14階建8,250.11
㎡（122戸）

盛岡市加賀野４丁
目250－５

三菱建設 三菱建設

東カン 東カングランドマン
ション

ＲＣ造11階建5,094.16㎡
（86戸）

盛岡市清水町８－
８

久慈設計 大成建設

◎1979年竣工

きのえね商事 きのえねマンション ＲＣ造９階建1,316.56㎡
（25戸）

盛岡市大沢川原３
丁目110－５

久慈設計 錢高組

三共土地開発 飛島三共プラザ ＳＲＣ造９階建１万5,937.
8㎡（132戸）

盛岡市神明町30
－９

久慈設計 飛島建設

橘産業 マンション菜園 ＳＲＣ造13階建7,688.65
㎡（102戸）

盛岡市開運橋通
124－５

久慈設計 清水建設

東京土地開発 桜城マンション ＲＣ造５階建1,551.563㎡
（22戸）

盛岡市中央通３丁
目15－29

久慈設計 青木建設

◎1980年竣工

三協住宅 パレ日影門 ＳＲＣ造11階建6,245.77
㎡（58戸）

盛岡市中央通１丁
目６－26

久慈設計 住友建設

東京土地 マンション多賀 ＲＣ造10階建2,458.79㎡
（32戸）

盛岡市南大通２丁
目351－５

久慈設計 青木建設

◎1981年竣工

三協住宅 パレ中津川マンション ＳＲＣ造８階建2,640㎡
（38戸）

盛岡市肴町２－
30

ウルマ建築設計
事務所

住友建設

橘産業 第二マンション菜園 ＳＲＣ造10階建5,987㎡
（70戸）

盛岡市菜園２丁目
８－18

久慈設計 清水建設

地産トーカン トーカンマンション不
来方

ＳＲＣ造12階建5,668.23
㎡（90戸）

盛岡市大沢川原１
丁目１－24

錢高組 錢高組

◎1982年竣工

三協住宅 パレ菜園 ＳＲＣ造14階建6,400㎡
（101戸）

盛岡市開運橋通２
－23

久慈設計 住友建設
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